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OED(勁9 0″力T'D喀′才Sん つ】tι力孵,Tv)1こ新語あるいは意味の最初の用例が記録されてい
る場合,現代の作家は勿論,多少事情が異なるにせよ,エリザベス朝の作家にとつても,名誉なこ
とであるに違いない。新語を造ったり,新しい語義をつけ加えることは,常に言葉に新鮮な興味を
持ち続けている創作家にとっては,最大の課題の一つであろう。
文学は言葉から成り立つ芸術であり,言葉に大き―な関心が払われるが,その関心の大きな部分を
しめるものは,言葉に新鮮な魅力を与えること,言換えれば,陳腐でない表現を使うことであろう。
それに新鮮な魅力を与える仕方はいくらかあると思われるが,芸術的,倉J造的であり,また鮮烈な
印1象を与える点で,造語および新語義を凌ぐものは多くないかと思われる。
これはわが国においては,新語を作る俳人の関心といくらかの点で似ているかと思.う。中村草田
男氏は,
万緑の中や吾子の歯生 えそむ る
の句で,初めて「万純 という語を用いた。生長するわが子の押えがたい生命力の背景を万緑とと
らえた.点において,見渡すかぎり緑のみという背景とともに,強烈な父性愛の感ぜられる句であ
る。これ|が新話であるだけに一層父親の熱つぽい感動が強烈―で新鮮である。これは工安石の「万緑
―
叢中紅―,れ からとった語であるが,わが国では彼が初めて使った。そしてこれは最近では新緑と
いう語より多く使われているとのことである.す この一語によって「万純 が定着し,その句が永く
生き残りかつ俳人申イ子草1田男の名声が定着する一四となっていると思う。
エリザベス朝の作家殊にシェイクスピアは今日の作家と比べて新語および新語義を多く作った。
それは「地味肥沃な英語の荒野子とぃう新語を作るによい時代的背景も有利に作用していると思う
が;シェイクスピアに造語が多いのはそれだけの理由ではないと思われる。
ここではそういう重大な意味を持つ新語 (新語義を含めて)をWillian ShakespeareのTん9
Sο婢をιs(1609年出版)に関して詳述し,それを作る基盤となつたシェイクスピアのイマジネイシ
ョンについて考察したい。
first recOrdを品詞の転換による新語,接頭辞あるいは扶尾辞附加による新語,新合成語,語
義の拡大およびその他に分類してみた。まず品詞の転換について。
名詞を動詞に転換した例は次のものであ―る。 ・
=′"ι
9,喀on all"(すべてのものを貧り食う,
俊
シェイクスピァの『ソネット集』
75番)のg′vttο2(大食漢)は名詞 (まれに形容詞)の用例は多く見られるが,動詞はここが初めての記録である。 “HOw have mine eyes Out Of their spheres been″ιι9'"(私の目はその円座 より飛び出してしまったことだろうか,1lo番)のFJιは名詞ではなく,動詞として初めて使われた。ここでは単なる病気の発作ではなく,発作を起こし飛び出すという運動の意味も加えられている。なおかっ目が眼宙より飛び出すという平板な意でなく,病気の発作を受けるように,突然にかつ狂気じみて,目が躍 り出すさまが鮮明に読みとれるようである。
動詞から名詞に転換された例は次のものである。 “These b′92Cん9d gave my heart anoth_
er youth"にの流 し目が私の心に第二の青春を与えた,1lo番)。協目をする意の動詞う′9ηcんは1400
年に使われた例があるが,名詞としては,これが最初の用例である。次に同 じソネッ ト1lo番に“And wOrse cssηs proVed thee my best Of 10ve"(劣悪な人と交際 してみると,あなたが最上の愛人であることがゎかった。)がある。9ssαyで試みるという動詞の用例は古くからある力二この意の名詞はシェィクスピァの造語になる。cssαysを4多飾する形容詞worseは実質的には9ssttd
の目的語であるから,多少動詞の性格 を保持 しているようだ。 “Or say with princes if it
shall go well By oft ,T9,ガcι thet l inheaven find."(天によく現われる前兆によって,天下太平に関して王侯のような調子で言 う,14番)一ここでのPTθttc歩は名詞でありpredictiOn
(前兆)の意を持ってぃる。
次|こ形容詞より動詞への転換の例 ― “WhichんαρρJ9s thOse that pay the willing loan"(喜
んで借金を返す人たちを幸福 にする, 6番)一んαρρυは動詞としては最初に使われてぃる。
動詞を形容詞に使った例をあげると,“Then can l grieve at grievances roT9gοη?"(それに過去の悲 しみも悲 しめる,30番),動詞′οヶ9gοはOEDによると900年から使われているが,その過去分詞が形容詞として使われた最初の例であり,現在ではFοT9gο29が形容詞としても定着している。 “Lest my b9ψαJ′9J guilt shOuld dOthee shame"(私の嘆かわしぃ罪があなたを辱かしめると困るので,36番),う?ψα″9,の前に所有代名詞が附加されているので, これは完全に形容詞として使われている。
名詞が形容詞に転換された例は,“Like as the waves make tOwards the,9うb′9,shore"
(波が小石の浜へ寄せるように,60番)である。名詞ρあb′9ではシェィクスピァ以前に沢山の用例が見られるが,それを動詞は勿論形容詞として使われた例はなかった。形容詞が名詞として使われ
た例は “With my 9″ι9T2the outward hOnouring"(私の考情を動作に示 して相手の威容を称讃する,125番)の9″オ9T2である。名詞として使われた釘ι9T2はOEDによるとこれが唯―の例である。
以上のように『ソネット集』では品詞が自由に転換されている。
べると比較的簡単に品詞を転換 していたょうでぁるが,3以上のよう
色的なものであろう。
エリザベス朝の作家は今日に比
な柔軟性はシェィクスピァに特
接頭辞あるいは接尾辞を附加して新語を作った例は次の通りである。 “2ηb′θss some mother"
(妻となり母 となるべ き人の幸を奪う, 3番), “〔Thosc hOurs〕Win that 22μJT which
fairly doth excel"(この年月は優れて美しいものを醜くするだろう,5番。動詞としての吻力√TはOEDでは唯―の例である。),“デ9 αι2T"?dd"(醜い,11番),“many maiden gardens yet
22s9ι"(まだ植えられてぃない多くの処女園,16番),“By chance, Or nature's changing
course 2瘍Tttη9,"(偶然あるいは自然の推移によって美を奪われて,18番)がある。 “That
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did my ripe thoughts in my brain lηんθαTs9"(私の成熟した詩想を脳髄の中に納棺 した,
86番)のれん9αTscではhearsc(棺台,名詞)に接頭辞in_がっけられて動詞に使われている。これ
は比喩的な使い方でもある。 “thou age 2ηうT9'"(まだ生まれていない人々よ,114番)の2ηbT9'
はシェイクスピアの造語であり,今日では廃語になっている。
次にシェイクスピアの作 り出 した新 しい合成語を例示しよう。 “s9′F‐s2うdιαηc,α′fuel"(自給
自足の薪, 1番),“PTο切かp'9J April"(素道な色彩の4月,98番),“this '′′‐νTcsιjηg world"
(この悪 しざまに解釈 しようとする世界,140番)がそれである。
次は新語義について。 “And summer's green an='T,9J up in sheaves"(夏の緑がこ
とごとく束ねられて,12番),g'TJは帯などで腰を巻 く意であるが, ここでは比喩的に使われた最初
の例である。 “SιT9ιcん9E metre of an antique song"(古い歌の無理に飾 り立てた言葉,17
番)での SιT9ιC鹿】は手足などの伸びきった意味をもっているが,ここでは言葉を限界以上に飾 り
立てた意味で初めて使われている。次の “I Slgんthe lack of many a thing l sought"(私
が求めた多くのものもなくなったことを悲 しむ,30番)のs'gんは「溜息をついて言 う」ではなく,
「溜息 をついて悲 しむ」の意をもっている,即ち語義が拡大 して使われている。 “To s,Jθ this
title is impanelled A quest of thought"(この主張を裁 くために思想という陪審貝が選ばれ
た,46番)のs'】θは片身に切る,支持する意というより,(ある主張を)どちらか一方に決する意で
使われている。S''9の話義が拡大されたのである。 “B9ggαT,Of b100d to bhsh through
l?ely veins"(生々とした血管を流れる赤い血潮がない,67番)のう9=gαTEは単 なる欠乏 してい
る,貧乏であるという意ではなく,比喩的な意で使われた最初の用例である。“dιTαテη9】 touches"
(誇張 した筆法,82番)のsιTαテη9'は言葉 について使われた最初の例である。 “Thou truly
fair,  wert truly  syηραιん
'z9',  In true plain l17ordS,  by thy truc‐
telling friend"
(あなたの真の美 しさは,真実だけを語るあなたの友人によって,飾らない真実の言葉で,よく表
現された,82番)のdgηραιんサZぞは,同情する意の自動詞でなく,(美しいあなたに,美しい言葉
を)対応させて表現する意の他動詞である。 “Philomel in summer's FTοηテdoth sing"(ナイ
チンゲールは夏の初めに歌う,102番)のFTο2ιは普通は物の位置を示すが, ここでは時間に関 し
て用いられている。 “in the chronicle of ψαsι9J time"(過ぎ去った時代の年代記のなかに,
106番)のναdι9'も時間について使われている。 “made myself a ηOι′9υ to the view"(私
自身を公開の席で技を演ずる道化役とした,110番)のηοι′9gは雑色の服ではなく,それを着る道
化役の意味である。 “Mine eye well knows what with his =vsι is'greeing。"(私の日は
好みに合致するものをよく知っている,114番)のg"dとは賞味する意で使われていずに,個々 人の
好み,意向の意味で使われている。 “I have Fr99vぞηι been with unknown minds"(私は取る
に足 らない人とも親 しくしていた,■7番)のFT99292ιは度々起る,常習的なではなく, ある人と親
しいという意味である。その意義の拡大 していつた心理の軌跡はわかるような気がする。“It S2FF9Ts
not in smiling pomp"(それはほほえむ来幸にあっても悪い影響を受けない,124番)。 “AH my
vows are oaths but to η
's2s9thec"(私
の誓いはみんなあなたを誤まり伝えた誓いなのだ,152
番)のηおαsCは(語句を)誤用する意を比喩的に拡大して,(ある人について)虚偽を言う意とし
て使われている。
その他の項目に次のような新語がある。 “this huge rοη
'VT9"(こ
の巨大な円,21番),“When
sparkling stars ιψ
'T9not thou gild'st the even"(き
ら星が顔を出さない夜もあなたは黄
ユ
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金色にそめる,28番。ιψJT9をシェイクスピァが初めて使った),“T9gブο2c10ud"(空に浮く雲 ,33番― T9gJο2 1ょ初めて限定詞として使われた),“we two must be ιψαJη"(ゎたしたち二人は別れ別れにならなければならない,36番。述語として最初の例),“in Our l?es a s9,αTαb′9spite"(ゎたしたちの生活にわたしたちを引離すような悪意がある,36番)――のs9,αTαb′θは引き
駆されると受動の意で使われたのでなく,引き離すことが可能と能動の意で使われた唯一の例である。 “but 9FF9o施α′ヵ is Out"(しかし実際は見えない,113番)の9〃9cチ2α′Jtyは効果的にといぅ意ではなぃ。 “this ηα,,Jηg fever"(狂気にするような熱病,119番)のηα
'れ
ηgは狂気になるという受動の意ではなく,能動の意である。
次に上記に引用 したシェィクスピァの手になる造語 (新語義も合めて)はすべて定着 して現在に
至るかというと必らず しもそうではない。OEDに唯―の用例 しかあげられてぃない単語,あるい
は廃語,又はごく稀にしか使われていないものは次の通 りである。品詞の転換による新語 (10のう
ち6)一predict, bewailed, gluttOn, blench, fit, extern。接頭辞あるいは接尾辞による新
語 (7のうち4)一unfair,featureless,unset,unbred。合成語による新語 (すべて)一
self_subきtantial, prOud_pied, in_wrestng。新語義 (14のうち6)一― gird, side, syn_pathizc, gust, frequent, misuse。その他 (7のうち2)一separable, effectually。
実に41の新語のうち,21個が廃語に等 しい運命をもっている。そのうちで特に品詞の転換,接頭
辞あるいは接尾辞附加の新語,、 新合成話は唯―の用例 しかあげられていない場合が多い。それは語
義の拡大による単語と比べると,著しい対照をなしているように思われる。この範疇では,唯―の
用例の単語はsideとmisuseのみであり,廃語になっている単語も4個から9個の例が引用されて
Fohり,同時代人および後世に与えた影響は大きく,歴史的使命は十三分に果たしたとぃってょぃ。この範疇の用例について考 えると, これらはほぼすべて比喩的に使われていることがわかる。例
えば “And summer's grecn aH g'T,9, up in sheaves"の
gガT'は帯などで】要を巻 くよう
に (省略されているが,喩義)夏の緑が東ねられる (本義)意である。帯と腰 (それぞれ喩義)が
藁と麦 (それぞれ本義)に転換 している。
=J″'を
使った場合,腰を帯で縛ることから連想されるイ
メージが,秋の収穫物にも遥曳 し,機械的なbindと違って,詩的想像の幅は大きくなる。また喩義
を省略 し,girdedで喩義を連想させてぃるが, これは簡潔で凝縮 した表現であるといえる。そして
例 えば乙女の腰を帯で巻 くというょうななまめかしぃ風情を換起するが,それは移ろいやすぃゅえ
に一層美 しく感ぜられる乙女を連想させる。比喩的語の底にこういうぃくっかの具体性があるが,
それは転義によっても消失 していないわけである。
これらはθEDによると初出である力ヽ そうでない場合でも,美しく詩的な表現が『ネネット集』には多い。dead metaphOrゃ月並な比喩ではなくて,斬新で詩的な比喩を考究してみたい。そう
することが, シェイクスピァの造語 (新語義を合めて)の秘密を解く手掛りを与えてくれるかも知
れない。
Ⅱ
CarOline SpurgeOnはそ の 著 SんαttdρθαT9'S r切皓 9Tυ(Cambridge,1965)でシ ェ イ ク ス
ピア及びエリザベス朝作家のイメージを次の8つの項目に分類 している。即ちNature,Animals,
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Domestic,BOdy,Daily Life,Learning,Arts,lmaginat?eである。この分類を『ソネット
集』の比喩的単語に援用 してみると,4前5者は多く見られた力ヽ 詩的な語に限定すると,Learning,
Artsは多くないようである。最後のImaginativeはその項目に属する語を更に分類すると,その他
の項目のイメージにはいる。従って Learning,Arts,Imaginat?eの比喩はここでは害J愛した。
前5者に属するものはそれぞれ5個引用する。
まずNatureについて考察 しよう(日本言吾訳はイタリック体を中心にして,他は省円締 ることもある。)
“when hs youthful morn Hath travelled on to age's Sι99,g night"(老年の険しい暗
夜,63番),“In me thou see'st the ιψJ′Jg/3J of such day"(私の中に薄明を見るだろう,
73番),“Your sんα′′οψθsι help will hold me up af10at"(ごく浅い援助でも私を浮かばせ
るだろう,80番),“My Self bring ψαι9T for my stain"(私自身が汚名を清める水を持って
くる,109番),“you ο'9T―gT99η my bad"(私の欠点を緑の芝でおおい隠す,/112番)である。
Animalsの範疇 としては, “thOugh ηο切免ι¢d On the w ind"(私は風に乗るといえども,
51番),“In ψれ
=¢' speed no motiOn shall l know"(′
亀翼の速 さのなかにも,51番),“a
modern cvJ′′"(現代の鷲ペン (文人),83番),“The teeming autumn bjg With rich JηcTCas9"
(立派な子孫 (実)を字んだみのりの秋,97番),“〔I〕 …・GοT9J my own thoughts"((猪などの
角で)私の考えを傷つけた,110番)。
Domesticなものとしては, “and hath stell'd Thy beauty's fOrm in ιab′9 0f my
heart"(私の心の画板 にあなたの美の形を描いた,24番),“their ηαdttJ buds"(その仮面の
薔,54番),“The rich‐prOud cost of ο"ιψοTη buried age"((着物がすりきれるよう
に,
栄華を極めた貴重な品が)老朽 し,64番),“Others, but sι9ψαTE  of their excellence"(自
分の美を主人からの預かり物のように,他人へ伝える執事にすぎない,94番),“The humble sαJυ9
which wounded bosoms fits"(傷ついた心によく効く謙遜 という名の軟膏,120番)である。
Bodyに属するものは, “all full with F¢αS'】23 0n your sight And by and by clean
dιαTυ9E fOr a look"(あなたの姿をほしいまゝに見て満足するが,すぐにあなたに会えないで飢
える (切望する),75番),“my eye so bαTTθη of new pride"(目新 しい美 しさに欠ける,
76番),“Of ηοVιん9J graves"(口を開いて亡者を待つ墓,77番),“have l s′92ι in your
report"(あなたを讃美することを怠ってきた,83番),“I Will acquaitance sιTαη=′ぞand look
strange"(交友を打ち切る,89番)である。
Daily Lifeに属するものは, “And puts apparel on my ιαιι9TC'10ving"(1ゴろ切れのよ
うな愛,26番),“hiS 'ηpT】dο29' pride"(人目に触れさせない美 しい衣装,52番),“CαριJυ9
gOod attending CapιaJtt ill"(従者の善が首領の悪に仕 える,66番),“theSe bαsιαT'sign
of fair"(私生児美の徹章, うわべのみの美の姿,68番),“Bring me with the ′9υ9′ of your
frown"((銃の照準のように)あなたの不興顔の正面に私を据えて下さい,117番)である。
以上述べてきたことから言えることは,自然界の生物,そこに見られる多くの現象又は出来事 ;
あるいは,焉や猪や′亀などの棲息する動物界;机や着物,病気,貴族に仕 える執事などの家庭生活に
関するもの;山海の珍味に満足 しあるいは飢えている状況,または女性の不妊や人々の睡眠などの
肉体に関する表現;牢獄や戦争または人々の氏素姓を示す日常生活に関するイメージが見られるこ
とである。例 としてはあげなかったが,草木,季節,太陽,巡礼,墓,船,投錨など5つの項目に
またがる,またその中でもさらに分布の広い多くの詩的比喩的語が見られる。他に詩的表現には特
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に見るべきものはなかったが,法律,学問,芸術などの比喩もある。事物 (省略はされているがあ
る物とある物が結びついて比喩となる)の分布が広いこと,事物が異なっているにかかわらずその
相似た性質を通 じてじつに自然に結びつけられていることがわかるであろう。
次にいくらかの例 を取出 し検討 を加 えよう。63番の “age's sι992y night"のd歩99p♂で ぁ
るが,(坂力1険しい意で使われるのが普通である。ここでは急激に襲ってくる老衰と秋の日の釣瓶
落 しに暮れる状況を表わしてぃる。51番の “ηοαηι9'On the wind"のηο
"η
ι9'は馬に乗る意で
あるが,それが比喩的になり,抽象名詞 助屯 に乗る,風のようにはやく駈ける意になっている。
54番の “their ηαdんθ』 buds"は苦のバラのことであるが,美女が舞踏会で仮面をかぶるように,
バラが仮面をかぶっている。89番の “I win acquaintance sttTαηg′9"の大意は「交友 を打ち切
る」である。dιT αηg′9は首をしめて殺す等の意をもっているが,ここでは抽象名詞「知己」 をくび
り殺す意で使われている。26番の “And puts apparel on my
はぼろぼるの着物に使われるのが普通であるが, ここでは比喩的に
チαサ姥T9J 10ving" のとαチ施T9'
「愛」 に使われている。
これらはg'T'について既述 したと同じく,喩義が本義に遥曳し,鮮明で絵画的で,詩的幅が大き
くなっている。このように自由闊達に次から次へと比喩的表現が作られているが, これは普通の人
間とは違ったそれを作り出す特別な基盤があるのではないかと思われる。
“mounted on the wind"を例にとってみると,シェイクスピアのイマジネイ
ては,馬に乗ることも風に乗ることも大 きな違いがなかったのではないだろうか。
ョンにとっ
quaintance strangle"では,人間の首をしめることと,抽象名詞の首をしめることは,大きな差
異がなかったと思われる。薔のバラも仮面の美女も,険しい坂も釣瓶落しの夜などについても同様
なことがいえる。シェイクスピアは本質的には,動物,植物,鉱物および抽象的なものに対して,
われわれが持っている区分は設けず森羅万象をほぼ単一の次元に並べ,生命のないものにも生命を
与えた。彼の頭脳はけたはずれて柔軟であったと思われる。これは常時比喩が生まれる基盤の1つ
といえよう。
次に物事にたいするシェイクスピアの把握について考えてみたい。」.MiddletOn Murryはその
著 Tん9 PTοb′9η οF S,ダθ(Oxford, 1973)で, シェイクスピァはあるイメージを種々の角度
から取り上げているとして,シェィクスピアの劇および詩から次のような例をあげているぎ
Your praises are too largeibut that yOur youth,
And the truc blood which fairly peeps through it,
Do plainly give you out an unstained shepherd...
Tん9予Tπ,2ι9″'s Tα′9 1V, iv。147
He tells her sOmething
That makes her b106d 100k Out. Good sOoth, she is
The queen of curds and cream.
Tんθ ,1句2ι9T's Tα′9 1v.iv.159
??
?
?
And tOnight I'1l fOrce
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Thewine peep through their scars.
4ηttο″g αη
' C′
θοクαテTα  III.xiii. 191
Flora peering in April's front.
Tん9蘭鳴ηι9T's Tα′9 1Vo iv. 2
Who o'cr the white sheet papers〔s'0〕her whiter chin,
TrDθ Rα,9 οF LttcT9C9 472
did ralsc his chin
Like a dive‐apper peering through a wave,
Who, being look'd on, ducks as quickly in.
79免2s α2' 4'OηJs  85
これらはみなある物からある物が顔を覗かせる,というイメージである。赤面する (羞らいの血が
その美しい顔を覗かせる)や傷口から酒がふき出す (酒が顔を覗き出す)や,花の女神フローラが
4月の初めに顔を覗かせる,白い敷布からさらに白い預を覗かせる,波問からかいつぶりが浮ぶよ
うとこ(顔を覗かせる),預をあげる表現がそれである。マリーのあげた例が示すように,単一のイメ
ージであるが,シェイクスピアはそれを幅広 く立体的に捕えていることがわかる。
『ソネット集』ではいかに多岐にわたって捕えられているか,その例を 形Lと「窓」のイメー
ジについて考察 してみよう。最初は りL。“Gusts of Winter's day and barren rage Of
death's eternal cold"(永遠に冷めたいものとしての死,13番),“For precious friends hid
in death's dateless night"(永遠の夜としての死,30番),“SWeCt roses do not so;
Of their swect deaths are sweetest odOurs made"(甘美な香 りを残す死,M番),
“Tired with all these, for restful death l cry"(安′息にみちた死,66番),“From hence
your memory death cannot take"(万物を分つわけではない殉 ,“SO Shalt thou feed on
Death, that feeds on men"(人間の食物としての死,146番),“And Death once dead,
there's no more dying then"(生物のように生死をもっている死,146番)がある。死は多面的
に把握されていることがわかる。
次に「窓」について。 “SO thOu thrOugh windows of thine age shalt sce"(老令とい
う窓 ―一子供のこと,3番),“That hath his windows glazed with thine eyes"(目がガ
ラスとしてはいっているその店の窓,24番),“Mine cyeS have drawn thy Shape,and thine
fOr me Are windows to my breasど'(あなたの目は私にとって私の胸の窓,24番)。
以上の例からも明白なように『ソネット集』においても,物事が幅広く多面的に把握されている。
では事物が立体的に把握され,その枠が取りはらわれ,単一の次元に並べられていれば,比喩的表現
は自由に作られるのだろうか。その秘密を解く鍵を端的に示しているあぶ 次のソネットであろうぎ
For it no form delivers to the heart
Of bird, of flower, ori shape which it doth latch,
岡村俊明 :シェィクスピアの『ソネット集』
Of his quick Objects hath the mind no part,
Nor his Own vision holds 、vhat it dOth catch:
FOr if it see the rud'st Or gentlest sight,
The mOst sweet favOur Or deformed'st creature,
The mOuntain, Or the sea, the day, or night:
The crOlv, Or dove, it shapes them to yOur feature.
Incapable Of more, replete 、vith you,
My mOst true mind thus maketh mine untruc。(CXHI)
And that your 10ve taught it this alchemy?
To make Of monsters and things indigest,
Such cherubins as yOur sweet self resemble,
Creating every bad a perfect best
As fast as Objects tO his beams assemble:(CXIV)
鳥でも花でも,粗野なものでも優 しい景物でも,最も美しいあるいは奇怪な生物でも,山,海,昼
あるいは夜でも,目でみたものをその枠組をはずし,貴公子に変えてしまう。あるいは怪物でも形
の整わないものでも美しい貴公子に似た天使に変える,物事が彼の目の光の届 くところに集まれば
あらゆる醜悪なものも完全な美に変えてしまう。錬金術にもたとえられる転換あるいは結合の強い
作用が見られる。その作用はここでは “your iove"貴公子に対する強い愛 (強烈な感覚作用)で
あるといえる。従って比喩というものは,その基盤として事物を多面的,立体的に把握し,なおか
つその枠を取り除き,新羅万象を単一の次元に並べていなければいけないことはぃうまでもない。
また「シェイクスピァは何一つ忘れなかった」と批評家が言っているように,7彼は抜群の記憶力の
持ち主であった。したがって一度見聞きしたものは決して忘れず, しかもそのストックは巨大なも
のであったであろう。その状況は少しの刺激があれば異なった事物が,その巨大なストックから容
易にかつ生々とその共通する特徴を通じて結び合わされ,比喩的表現が生み出される。そしてその
引き金の働きをするのが,強烈な感覚であるということになる。
Ⅲ
斬新で詩的比暉 (first recOrdでないもの)およびそれを作る基盤となっているシェイクスピ
アのイマジネイションについて考察 してきた。この基盤は彼の造語にも適用されるであろうか。
まず品詞の転換について。「小石」という静的な名詞は「小石で敷詰められた」という広がりのある
形容詞 “pebbled shOre"とされ,名詞「大食奥Jは「大食漢のように貧り食う」“gluttOning"と
名詞の属性が動的に,かつ広 く把握 されており,名詞「病気の発作」 “fit"は病気の発作を受ける
ように突然かつ狂気じみて目が躍 り出す, と変えられてゆく。これらは事物を立体的に把握 し,か
つその枠組をはず し,また無生物をも生きてぃるものとして考えることから生み出されると思われ
る。しかし “blench",“predict",“extern"はこれだけでは説明で きないようである。接頭辞
(接尾辞)附加の場合はどうであろうか。inhearseはhearse(名詞,棺台)にin‐を附加し,比喩
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的に動詞として使われている。hearseから想像されるものが,in‐と結合され
たことにより,幅広
く連想される。しかし他の語 (unbleSS,featureless等)は二者が結合され,その概念が大
きく
なり,新語となったとはいえるが,既述の基盤が適用されるかどうかは,『ソネット集』
の用例だ
けでは判断に苦しむ。また新合成語の場合にも,この基盤を適用することは索強付会
の弊をまぬがれ
ないだろう。
他の造語 (語義の拡による)の場合はどうであろうか。その基盤はそつくりそのままあてはま
る
といえる。詩的,比喩的単語も語義の拡大による新語も,それを作り出すシェイクスピアのイ
マジ
ネイションは同じであるといえる,いや新語であるだけに,その基盤はもっと強回に存在す
る,倉J
造にさいしてはその要素が強烈に作用しているといえる。そして新語義
による新語はシェイクスピ
アの造語のなかでも,主流をなしていることは既述した通り事実であろう。
シェイクスピアは同時代の他の作家と比べても,造語および詩語が格段に多い。筆者はこれらは
共通する基盤から作り出されたのではないかと推定してきたが,それは『ソネット集』
の合成語お
よび接頭辞附加による新話には必らずしも適用されなかつたが,品詞の転換による大部分の新語
お
よび新語義による新語に適用されることが明らかになつたと思われる。
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